
● �情報開示を通じた顧客
との連携強化による 
売り上げ拡大

● �情報インフラ整備に 
よる業務効率ならびに
精度向上によるコスト
削減（従来と比べて作業
時間は約1/10～1/100
以下に短縮、年間9,000
時間相当の業務時間削減

（1件あたりの削減時間
をもとに算定））

● �サステナビリティ情報 
開示による資本コストの
低減と長期的な資本利益
率向上

戦略

情
報
開
示

① �社会的に関心が高い 
成分・テーマの 
情報開示

④ �サステナビリティ情報 
開示への対応

情
報
イ
ン
フ
ラ

② �情報インフラ整備による 
コミュニケーションの 
高度化と社内活動 
レベルの向上

情
報
管
理

③ �国際基準や科学的知見
に基づく情報品質の 
維持・管理

活動実績

社会的要請を先取りする、 
社会的に関心が高い成分・
テーマの情報開示 ①

TCFD（気候関連財務情報
開示タスクフォース）に関す
る情報開示 ④
P143  Our Progress ＞ 脱炭素

TNFD（自然関連財務情報
開示タスクフォース）に関す
る情報開示 ④

  �花王 TNFDレポート 
https://www.kao.com/
jp/sustainability/nature/
biodiversity/tnfd-report/

�徹底した透明性を支える
「花王ESGデータプラット
フォームプロジェクト」の推進 
②

指標 目標 実績（2025年）

成分情報が簡単に 
入手できる製品比率

（家庭用製品） ①

100％
2030年

22％

徹底した透明性

リスク​

● �生活者・顧客・社会のニーズや要請を製品・
サービスに反映できないこと、および情報発
信の不足や遅れに伴う、レピュテーション悪
化および売り上げの不振

● �情報インフラの未整備による生活者・顧客・
社会への情報発信不足と遅延に伴う信用低
下と事業機会の損失。情報発信対応のため
の人的リソースの負担増大

● �サステナビリティを基軸とする競争市場での
ポジション低下および市場からの排除

● �サステナビリティ情報開示への遅れに伴う、
気候変動や生物多様性の損失などの社会課
題に対する対応遅延

機会

● �生活者・顧客・社会における花王製品の信
頼性・安心感の向上による企業価値および
売り上げの向上

● �顧客への製品情報提供を通じた連携強化に
よる売り上げの拡大

● �生活者・顧客・社会のニーズや要請を的確
に把握し、製品開発に反映することによる
企業競争力の強化

● �ESGや各種関連情報を含むデジタルマーケ
ティングの推進

● �サステナビリティ情報開示を介した持続可能
で豊かな社会と自然への貢献

花王は、ESGの視点を盛り込んだ「ESGよきモノづくり」を推進しています。人・社会・地球に対して正しい選択をするためには、社内外を問わずすべてのステークホルダーに対して徹底
した透明性を確保することが重要です。花王の製品や取り組みに関する情報を積極的に開示し、すべてのステークホルダーと強固な信頼関係を構築することで、中期経営計画「K27」の
基本方針「持続可能な社会に欠かせない企業になる」を実現します。

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

● �成分・製品情報の開示
を通じた生活者のこころ
豊かな暮らしへの貢献

● �サステナビリティ関連
情報を介した、ビジネス
パートナーとの連携強化
によるサステナビリティ
社会への貢献

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

> 徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全
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 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、花王は以下の戦略を策定しています。
生活者・顧客・社会をはじめとするすべてのステークホルダーとの積極的かつ透明性の高い

双方向コミュニケーションを通じて、お互いの信頼関係を強化することは、中期経営計画「K27」
の基本方針のひとつ「持続可能な社会に欠かせない企業になる」ための重要な戦略です。花王
の情報発信を裏で支えているのは、愚直なまでの科学的な真理の追求に支えられた、正確で正
直なデータです。花王の企業理念「花王ウェイ」の使命である「豊かな共生世界の実現」に向け、
すべてのステークホルダーとの信頼関係を一層強化し、社会的信頼の向上と持続可能な発展を
目指します。

戦略
透明性に起因するリスク低減と機会創出、ステークホルダーとの信頼性の醸成に向け、花王

らしく、実効性があり、事業成長と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえ
で重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおり
です。

● �情報化社会の進展に伴う製品・ブランド・企業に対する評価へのアクセス性の向上、
ならびに誤情報の拡散リスクの増大

● �エシカル消費の広がりによる生活者の製品選択におけるサステナビリティ情報活用の
拡大

● �グローバル大手流通・小売業のサステナビリティ活動強化に伴う製品情報開示要請の
拡大

● �世の中のサステナビリティ情報開示基準（ISSB、CSRD、TCFD、TNFDなど）への対応

リスク
● �生活者・顧客・社会のニーズや要請を製品・サービスに反映できないこと、および情

報発信の不足や遅れに伴う、レピュテーション悪化および売り上げの不振
● �情報インフラの未整備による生活者・顧客・社会への情報発信不足と遅延に伴う信用

低下と事業機会の損失。情報発信対応のための人的リソースの負担増大
● �サステナビリティを基軸とする競争市場でのポジション低下および市場からの排除
● �サステナビリティ情報開示への遅れに伴う、気候変動や生物多様性の損失などの社会

課題に対する対応遅延

機会
● ��生活者・顧客・社会における花王製品の信頼性・安心感の向上による企業価値およ

び売り上げの向上
● ��顧客への製品情報提供を通じた連携強化による売上増加
● ��生活者・顧客・社会のニーズや要請を的確に把握し、製品開発に反映することによる

企業競争力の強化
● ��ESGや各種関連情報を含むデジタルマーケティングの推進
● ��サステナビリティ情報開示を介した持続可能で豊かな社会と自然への貢献
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① 社会の関心が高い成分・テーマの情報開示
社会的に注目されている成分・テーマに関する情報を積極的に開示することで、花王や花王

が製造・販売している製品への信頼性の向上を図るとともに、生活者の正しい選択やこころ豊
かな暮らしに貢献する。

② 情報インフラ整備によるコミュニケーションの高度化と社内活動レベルの向上
生活者・顧客・社会のニーズを的確に把握し、製品開発や戦略策定につなげて競争優位性

を確保する。それとともに、ESG関連データに関わる情報インフラの整備を通じて、花王グルー
プ全体および事業、製品単位の情報を迅速かつ正確に把握・共有化し、「よきモノづくり」と生
活者や顧客とのコミュニケーションに活かす。これら一連の業務の圧倒的な効率化によって得
られたリソースは、より高付加価値を生むために活用する。

③ 国際基準や科学的知見に基づく情報品質の維持・管理
日常の業務の中で、業界団体やアカデミアとの交流などを通じて知見の獲得に努めるととも

に、国際基準や最新の科学的知見に基づくモノづくりを行う。また、透明性と品質の高い情報の
維持・管理を実践し、花王の信頼性や先進性を確保する。

④ サステナビリティ情報開示への対応 
戦略②の情報インフラを活用してESG関連データを集計し、人と社会、地球に向けた情報開

示を行う。法規制などにより開示義務が課せられた情報に加え、化学物質管理に関する情報や、
CDP、S&Pといった各種機関からのESG関連に関する質問、TCFD※1やTNFD※2についても、
積極的に対応する。

戦略のレジリエンス
外部の関心を的確にとらえた双方向のコミュニケーションや積極的な情報開示は、社会的信

頼の獲得には不可欠になっています。また、高度な情報インフラの整備を通じて、グローバルで、
より迅速かつ正確に今の状態を把握し、将来の動向を予測することで意思決定に活かし、社内
活動の質の向上にも寄与することで、人・社会・地球にとって持続可能な発展を実現します。

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、財務面および環境・社会面で、次のようなインパクトを創出できると考え

ています。

※1 TCFD：The Task Force on Climate-related Financial Disclosures（気候関連財務情報開示タスクフォース） 
※2 TNFD：The Task Force on Nature-related Financial Disclosures（自然関連財務情報開示タスクフォース）

財務インパクト
● �情報開示を通じた顧客との連携強化による売上拡大
● �情報インフラ整備による業務効率ならびに精度向上によるコスト削減（一例として、同

一作業時間1/10～1/100以下）
● �サステナビリティ情報開示による資本コストの低減と長期的な資本利益率向上

環境・社会インパクト
● 成分・製品情報の開示を通じた生活者のこころ豊かな暮らしへの貢献
● �サステナビリティ関連情報を介した、ビジネスパートナーとの連携強化によるサステナ

ビリティ社会への貢献

関連する取り組み: P223  徹底した透明性を支える「花王ESGデータプラットフォームプロジェクト」の推進

生物多様性の取り組み ＞ 花王TNFDレポート
https://www.kao.com/jp/sustainability/nature/biodiversity/tnfd-report/

Our Progress ＞ 脱炭素P143

関連する取り組み: P223  社会的要請を先取りする、社会的に関心が高い成分・テーマの情報開示

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

> 徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全

責任ある化学物質
管理

220220

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

> 脱炭素

ごみゼロ

水保全

大気および
水質汚染防止

正道を歩む

220

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

> 実効性のある
コーポレート
ガバナンス

徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全

責任ある化学物質
管理

220

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

実効性のある
コーポレート
ガバナンス

> 徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全

責任ある化学物質
管理

https://www.kao.com/jp/sustainability/nature/biodiversity/tnfd-report/


香料成分名については、新規ブランドでの開示はありませんでしたが、ハイジーンリビングケ
ア事業分野では、すでに開示が始まっているブランド内における新製品7つを含む16アイテム
で香料成分名の開示を行いました。また、化粧品事業分野では23アイテムで開示を行いました。

香料成分名開示の活動を開始してから5年が経過しましたが、日本国内において香料成分名
に関心が高い生活者は一部の製品群にとどまっており、多くの製品にまで広がっていないのが
現状です。今後は、グローバルに展開するブランドをはじめ、優先順位の高い製品を中心に、最
新の香料情報の開示を継続していく計画です。

同時に、生活者にとって現在求められている情報とは何かを定義し直し、「透明ブランド戦略」
の見直しを行う必要があります。

その他、社会の関心が高い成分の情報の開示については、「より安全でより健康な製品」を参
照ください。

ESG情報に関するプラットフォームの構築にあたっては、基盤となるグローバルIT環境を整
備し、アプリケーションを稼働させました。アプリケーション稼働後は、業務の大幅な効率化が
図られています。

2025年4月からは、環境関連データの基礎となるCO2を集計・分析するチームが加入し、プ
ロジェクト発足時に掲げたテーマの完了に向けて、計画どおり進捗しています。

また、昨年整備したIT基盤環境については、プロジェクト外での活用も進んでいます。

Our Progress > より安全でより健康な製品P100

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

ガバナンス
取締役会の監督のもと、ESG部門が主管部門として活動を推進し、その責任者をESG活動推

進部の部長が務めています。ESGコミッティでは、香料成分名開示の進捗ならびにシステム構
築やデータ基盤整備に関するプロジェクトの進捗状況を報告しています。

 指標と実績

戦略 指標
実績

2023年 2024年 2025年

④
成分情報を新たに公開した、あるいは情報を更新した
アイテム数（当該年の活動実績、および開示開始から
ののべ件数）

55件
（のべ388件）

94件
（のべ482件）

39件
（のべ521件）

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①
成分情報が簡単に 
入手できる製品比率 

（家庭用製品）
12% 18% 22% 22% 22% 100％ 2030

私たちは、必要な情報（量・質）が入手できるブランドを「透明ブランド」と定義し、2030年
までに花王が所有し、販売しているすべての家庭用品ブランドが「透明ブランド」となることを目
標としています。法規制によって開示が求められる情報は当然のこととして、生活者が求める情
報を自主的に開示する活動として、香料成分名の開示をテーマに取り上げて推進してきました。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状

況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。
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 取り組み
花王では、「徹底した透明性」に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取り組み

は、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されています。
ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

A（是正）
プロジェクトマネジャー会議で課題解決を図り、各ワーキンググループが次のPDCAをまわす。

戦略 取り組み

情報開示 ① �社会的に関心が高い成分・
テーマの情報開示

社会的要請を先取りする、社会的に関心が高い成分・ 
テーマの情報開示

情報 
インフラ

② �情報インフラ整備による 
コミュニケーションの 
高度化と社内活動レベルの
向上

徹底した透明性を支える「花王ESGデータプラットフォーム
プロジェクト」の推進

リスク・機会管理

 方針
花王では「徹底した透明性」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイドラインとして次

の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。

 管理プロセス
香料成分名の開示に関しては、特に開示要求の高い分野、製品群に絞って情報の公開や更新

を行っています。年1回、進捗を集計してESGコミッティにてKPIの実績報告を行っています。
花王ESGデータプラットフォームプロジェクトに関する取り組み状況については、後述のとおり
計画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図っています。各
活動単位・階層ごとに会議体を設定し、プロジェクトマネジャーがプロジェクト全体の進行に
対して責任を負い、プロジェクトオーナーが最終承認を担っています。進捗と成果については、
ESGコミッティにて報告を行っています。

P（計画策定）
プロジェクト立ち上げ時に活動設計と目標を設定。プロジェクトオーナー会議で承認を得て推進。

D（活動実施）
プロジェクトの開発スケジュールにのっとって活動を推進。活動内容については、取り組み

（P223）をご覧ください。

C（活動結果評価）
コアリーダー会議：各開発テーマの進捗に応じ、フェイズの切り替わり時に開催（2025年度

は7回開催）。コアリーダーに対して進捗報告ならびに次フェイズへの移行提案を行う。
プロジェクトマネジャー会議：毎週実施。プロジェクトマネジャーに対して、各ワーキンググ

ループの推進責任者が進捗報告や課題対応の上申を行う。

香りに関する方針
https://www.kao.com/jp/innovation/safety-quality/fragrance-policy/
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徹底した透明性を支える「花王ESGデータ
プラットフォームプロジェクト」の推進

地域：グローバル

対応する戦略：②

花王は、ESG情報の戦略的活用と透明性のさらなる向上を目的として、「花王ESGデー
タプラットフォームプロジェクト」を推進しています。本プロジェクトは、ESG部門統括お
よびデジタル戦略部門統括をオーナーとし、事業、販売、R&D、情報システムセンターの
代表者がコアリーダーを務める全社横断的な体制のもとで運営されています。プロジェク
トマネジャーとワーキンググループが実務を担い、その進捗状況はESGコミッティおよび
ESG推進会議を通じてトップマネジメント層へ定期的に報告されています。

本プロジェクトでは、ESG関連データをグローバルで一元的に管理・活用することを
目的に、クラウド上にデータ基盤を整備するとともに、必要な情報を検索・集計するた
めのアプリケーションを構築してきました。これらの仕組みはすでに実務に組み込まれて
おり、法規制対応や調査機関などからの問い合わせ対応、KLPにおける活動の実績集計

（CO2 排出量や包装容器の使用量など）などにおいて、迅速性と正確性の向上に寄与し
ています。また、整備したクラウド上のデータ基盤は、本プロジェクトにとどまらず、他の
業務領域においても活用が進んでいます。

アプリケーションの導入効果を検証した結果、従来と比べて作業時間は約1/10～
1/100以下に短縮され、年間で9,000時間相当の業務時間削減につながりました。これ
により、ESG情報の集計・管理にかかる負荷を大幅に低減するとともに、人的リソースを
より付加価値の高い分析や意思決定支援へと振り向けることが可能となっています。

2025年度には、環境関連データの基礎となるCO2 集計機能が新たに加わり、ESG
データプラットフォームとしての機能拡充が進みました。現在は、並行して合計3つのア
プリケーション開発にも取り組んでおり、いずれも計画どおり順調に進捗しています。

花王は今後も、本プロジェクトを通じてESGデータの利活用を高度化し、開示の信頼
性と意思決定の質を高めることで、社会的責任を果たすとともに、持続的な事業競争力
の強化につなげていきます。

花王は、生活者の安心・信頼に応える情報開示の一環として、製品に含まれる香料成
分名の開示を重要なテーマと位置づけ、取り組みを進めています。2022年に香料成分
名のリスト作成機能とウェブ上の「製品カタログ」との自動連携システムを導入して以降、
新規ブランドや新製品を中心に情報開示と更新を推進してきました。

2025年においては、ハイジーンリビングケア事業分野で16製品、化粧品事業分野で
23製品と、既存ブランド内の新製品や情報更新を通じた香料成分名の開示・更新を着
実に進めています。一方で、現在のKPIは「開示対象ブランド数」を算出指標としている
ため、新規ブランドでの開示がないかぎり数値が変化しにくい構造となっており、2025
年末時点におけるKPI達成率は22％となっています。

加えて、市場環境の変化も踏まえ、香料成分名開示に関する戦略の見直しが必要であ
ると認識しています。日本市場では、現時点において開示要求が一部の製品群にとどま
り、広がりを見せていない一方、グローバルに展開するブランドや欧米市場で販売する
ブランドにおいては、香料成分名の開示が当たり前となりつつあります。こうした地域間
の要請の差異は、今後の開示方針や優先順位を検討するうえでの重要な論点となってい
ます。

花王は、社会的関心や規制動向を待つのではなく、社会的要請を先取りして行動する
ことが、持続可能な社会の実現に貢献する企業としての責務であると考えています。今
後は、これまでの実績と課題を踏まえ、KPIの在り方も含めた開示戦略の検討を進めると
ともに、事業計画や市場特性を踏まえた優先順位のもと、香料成分名をはじめとする社
会の関心の高い成分・テーマに関する情報開示を、継続的かつ実効性のある形で推進し
ていきます。
※ 香料以外の社会的に関心の高い成分に関する詳細は、「より安全でより健康な製品」（P100）をご参照ください。

Our Progress > より安全で健康な製品P100

社会的要請を先取りする、社会の
関心が高い成分・テーマの情報開示

地域：グローバル

対応する戦略：①
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花王ESGデータプラットフォームプロジェクトは、世界各国から寄せられる多
様なESG開示要請に、正確かつ迅速に対応することを目的に立ち上がりました。
ESG情報を網羅的に提供するためには、処方、包装容器、売り上げ、生産情報な
ど、多岐にわたるデータの統合が必要です。従来は、領域ごとに担当部署へ個別
に問い合わせる必要があり、多くの部門に負荷が生じていました。

本プロジェクトでは、各リージョン・各業務領域で個別に管理されていたデー
タを単純に集約するのではなく、統一データモデルに基づき“活用可能な形”へと
再構築しました。これにより、誰もが信頼性の高いデータへアクセスできる共通
基盤を整備しました。

2024年のStep1では、新たに2つのアプリケーションを開発し、ESG関連の問
い合わせに対し迅速かつ一貫した回答が可能となりました。

現在はStep2として追加で3つのアプリケーション開発を進めており、より広
範な情報開示ニーズに対応できる体制を構築しつつあります。

本プロジェクトで整備したESG情報基盤は、プロジェクト外のさまざまな業務
でも活用が進んでおり、花王グループ全体のデータドリブン経営を支える基盤と
して貢献し始めています。

部門やリージョンの垣根を越えて知見と技術を結集し、花王としての共通基盤
をグローバルに確立できたことは大きな成果です。また、この基盤がプロジェクト
外の領域にも展開され、データ活用の高度化に寄与していると感じています。

ESGドリブン経営をさらに加速させるための基盤整備に携われたこと、そして
その成果がすでに多くの業務で活用されていることを、大変うれしく思います。今
後も、透明性のさらなる向上を目指し、多様化するESG情報開示ニーズに的確に
対応できるよう、努めてまいります。

有永 理紗
デジタル戦略部門
情報システムセンター
エンタープライズビジネスエクセレンス部
PLMグループ

社員の声

ESGデータプラットフォームの高度化による透明性向上と情報開示対応力強化
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